平成24年度　第3回大阪府社会教育委員会議　概要
○日　時：平成２5年３月４日（月）　15：00～17：00
○会　場：ホテルプリムローズ大阪
○傍聴者：　一般：なし　　報道：なし
１　開　　会

２　挨　　拶

３　委　　員

　　　出席委員（９人）大谷委員、大脇委員、髙田委員、近棟委員、出相委員、冨田委員、蛇草委員、

村田委員、米田委員　

      欠席委員（３人）岡村委員、佐伯委員、松村委員
４　議　　事

（1） 議長・副議長の選出について
（2） 平成25年度地域教育振興課所管事業等について（資料７　参照）

（3） 大阪府社会教育委員会議の審議題について（資料８、参考資料１～３　参照）

　⇒　意見聴取
（４） その他

　
◆主な意見等
　＜議長・副議長の選出について＞　
　　　　　　　　　・委員から、髙田委員を議長、出相委員を副議長に推薦があり、全員一致で承認

⇒髙田委員が議長、出相委員が副議長に決定
＜平成25年度地域教育振興課所管事業について＞
　　　・おおさか元気広場の取組みの視察に府内のある地域に行ったところ、あまり学校と連携が出来ずにいるように感じた。本来、子どものために地域と学校が力を合わせて取組みを進めていくものだと思うので、学校の理解が重要である。教育委員会内の学校教育主管課と社会教育主管課の連携はしているのか現状を教えて欲しい。
　　　・市町村によって体制が違い、連携できているところとそうでないところがある。当課としては、市町村に学校教育主管課と連携して進めて欲しいという依頼はしている。

　　　　教員の初任者研修でも学校・家庭・地域の協働について説明し、地域の人とつながることを勧めている。

　　　・現在、本校では、担任の約８割が20代の教員である。経験年数の多い教員はサポートに回っている。すこやかネットの会議やイベントには、２０代の教員と一緒に参加している。参加すると地域の方と一緒に活動するので交流が進む。

　　　・当市でも、連携が進んでいるところとそうでないところとの差がある。管理職の理解があると連携は進むと思う。コーディネーターの方から学校に働きかけて交流を進めたり、意見交換ができると、活動に地域の人が関わるようになり学校や教員にメリットがあることを実感してもらえ、学校が地域を受け入れる態勢が整っていくと思う。そうなると地域の人も活動範囲が広がりやりがいにつながるので、活動が広がっていくと思う。
教育委員会で初任者研修の際に、学校支援地域本部等についての説明だけでなく、実際に活動している人の話を聞けるような場面を設定してもらうと活動がより安定して広がると思う。
　　＜大阪府社会教育委員会議の審議題について＞
　　　　（方向性・新審議題・審議のポイントについて）

　　　 ・資料８が今のかたちになるまでの検討内容について簡単に説明します。資料の右側の具体的課題は羅列するだけでなく、だれが抱えている課題であるかを整理し、わかりやすくまとめた。ライフステージにより生じる課題は、最初は全て「出産や子育て後などの再就職のための学習」のように語尾が「学習」で終わっていた。学習すれば全て解決するのではなく、場や条件整備が必要であり、そのうえで学習することによって課題の解決に向かうという意見があり、今のかたちにして提案させていただいている。
　　　 ・方向性については、「教育コミュニティづくり」の成果は委員のみんなが実感しているが、当初の理念が引き継がれていなかったり、どの様な取組みをするのかといった知恵についてまだまだ悩んでいるところがあり、学校を中心とした家庭・地域との関係を見つめなおして広めていく必要があるという認識から、「教育コミュニティづくりを一層進める」ということをはっきりと示したほうがよいということになり資料８の案になった。
　　　 ・学校教育を取り巻く課題が重大になってきた時に、それに対して、社会教育ができることを載せて欲しいということと、学校には地域の子どもが通っているので、地域が学校に働きかけることで、子どもの現状や課題がわかりやすくなる。そうすると、子どもや学校の課題解決に向けて、地域と学校が協力して取り組みやすくなり、地域の大きな教育力につながるとともに、ひいては地域の課題解決にもつながるのではないかという思いを込めて、資料８の右下にある審議のポイントに「学校・家庭・地域の協働のさらなる進展」を追加してもらった。
　　　 ・お互いが会話できるような、誰もが参加できる、弱音をはきやすい人間関係が築けるような環境づくりが大切だと思う。

　　　 ・審議題に提案されている「だれもが独りにならない地域社会をめざして」はまさに地域福祉のめざすところと同じだと思う。しかし、めざしているもののなかなか実現はできていない。特に地域住民が主体となった活動はまだまだ進んでいないと思う。最近、子育ての分野で、中学校区に子育てのつどいの広場や子育て支援センターなどの拠点づくりが進んでいる。その中で、地域の人がボランティアやスタッフとして参加することで地域の子育て中の保護者とのつながりが広がっている。大阪のつどいの広場ではNPOが主体となって進めているケースが多い。

・さらなる多様なつながりの中に福祉や保健の分野が入っていかないといけないと思っている。そのつながりを具体化することが大事だと考えている。
・審議題の提案は基本的にはこの方向で引き継ぐのがよいと考えている。ネットワークやつながりが大切だと言われるがそのための仕組みや場づくりだけでなく、橋渡しをしたり、見極めたり、イニシアティブをとるのは誰になるのだろうと感じる。公民館等の社会教育施設の府内での実態や社会教育主事の人数や役割は弱体化していると思う。実態をより明らかにしながら、大阪府として少しでも市町村に貢献にできるようなものが提示できればと考えている。この社会教育委員会議でも踏み込んだ意見交換をして、よいものにしたいと思う。
・基本的には、審議題の案に賛成だが、誰にでも居場所と出番をということで考えると、居場所というニュアンスはあらわされていると思うが、出番というニュアンスがあらわされていないように思う。
　　　 ・公民館が地域のネットワークづくりという観点で役割が発揮できるように、「社会教育施設の機能の充実」が審議のポイントに入っているのはよいと考えている。
　　　 ・「だれもが独りにならない」というのは、少し受け身の表現に感じる。学校支援地域本部等で活動している人は積極的な人が多いので、「だれもが大切にされる地域社会をめざして」という表現がいいと思う。
　　　 ・「出番」ということを含めるなら、「主役」という言葉がよいと思う。「誰もが主役」とか「一人ひとりが主役」という表現が考えられる。
　　　 ・審議題及びポイントについては、この場ですぐに確定は出来ないと思うので、今後、本日いただいた意見を整理して、細かい修正を議長と事務局で調整し、わかりやすい表現にして、委員に再度提示することにしたいと思うがよろしいでしょうか。
　　　　　　⇒　了承

＜その他＞
　 ・委員会議規則第6条に基づいて部会を設置し、部会で審議を深めて、たたき台を作成する。本会議ではたたき台を基に意見交換することにした方が効率的だと思う。

　 ・議長としても、部会を設けた方がスムーズに議論が進むと思う。部会を設置するということでよろしいでしょうか。

　　　⇒検討部会の設置について了承

　 ・規則により議長が部会の委員を指名するという規程になっている。協働やネットワークの観点から、ＮＰＯや福祉、地域での子育て、子どもと大人のネットワークづくりなどを考慮した委員構成が望ましいと思う。
　　　⇒副議長の出相委員、大脇委員、岡村委員、近棟委員、村田委員の指名があり了承
５　閉　　会

